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1 )既存の 1 の合成法では多工程を要し、総収率も良くなかったが、分子内ハロエーテル化反応において求核種と
して用いていた 2-メトキシエタノールをメタノールに変えることで収率の向上に成功し、 1 と同様の構造を有する化
合物 2 を大量に入手する手法を確立した。








(2)より多くの不斉中心を有する化合物として、 Stemona アルカロイドの代表的な化合物である stenine の 9a 位エ
ヒ。マーの合成を検討し、
















とに成功した。さらに適宜修飾した α ， ß"不飽和ケトンに対して、 1，4・付加から、メタル交換を経る連続的なアルキル
化によって、一挙に三つのアルキル側鎖を立体選択的に導入することに成功し、側鎖の官能基変換、分子内問環反応
を経て、 stemona アルカロイドの代表的な化合物である stenine の 9a"epi"stenine の不斉合成を達成した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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